
水
が
届
く
ま
で
　

　

蛇
口
の
水
は
ど
こ
か
ら
き

て
い
る
か
ご
存
じ
で
す
か
。

本
市
の
水
道
水
は
、
地
下
水

を
く
み
上
げ
て
き
れ
い
に
し
た
水
と
、

県
の
浄
水
場
で
き
れ
い
に
し
た
利
根
川

の
水
を
、
市
内
の
浄
水
場
か
ら
皆
さ
ん

の
家
庭
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
水
は
、
定
期
的
に
水
質
検
査
を

実
施
し
、
基
準
を
満
た
し
た
安
全
で
安

心
な
水
で
す
。
そ
し
て
、
よ
り
安
全
な

水
道
水
を
届
け
る
た
め
に
、
８
か
所
の

水
質
監
視
装
置
で
常
に
異
常
が
な
い
か

確
認
し
て
い
ま
す
。

き
れ
い
な
水
を
届
け
る
た
め
に

　

濁
り
水
の
発
生
予
防
や
水
質
を
改
善

す
る
た
め
に
、
市
内
を
数
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
て
順
次
配
水
管
の
洗
浄
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
配
水
管
洗
浄
は
10
月
下
旬

か
ら
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
、
作
業

は
水
道
水
の
使
用
の
少
な
い
夜
間
に
行

い
ま
す
。
作
業
後
は
、
水
圧
の
低
下
や

濁
り
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
使
用
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

作
業
区
域
に
お
住
い
の
皆
さ
ん
に
は

事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問い合わせ問い合わせ／経営業務課水道経理担当（内線 3192） ／経営業務課水道経理担当（内線 3192） 
　　　　　　水道課計画担当（内線 3146）　　　　　　水道課計画担当（内線 3146）

安全

　鴻巣市の水道は、給水開始から　鴻巣市の水道は、給水開始から６０６０年を迎えました。市では、市民の皆さんの生活と経済活動を支えるために年を迎えました。市では、市民の皆さんの生活と経済活動を支えるために
必要不可欠なインフラの一つとして、安全で安定的な水の供給に取り組んでいます。必要不可欠なインフラの一つとして、安全で安定的な水の供給に取り組んでいます。
　本号では、その取組状況について、本市の水道事業の基本目標である安全・強靭・持続の３つの観点から紹　本号では、その取組状況について、本市の水道事業の基本目標である安全・強靭・持続の３つの観点から紹
介します。介します。

安全できれいな水道水を届けるために
地域とともに 信頼を未来につなぐ 鴻巣の水地域とともに 信頼を未来につなぐ 鴻巣の水特集

▲配水管の内部に付いた鉄分等を排出します

浄水場には、安全できれいな水を24時間365日供給するために、ろ過装置や配水
ポンプなどのたくさんの機械があります
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特集 地域とともに　信頼を未来につなぐ　鴻巣の水

災
害
に
強
い
設
備
へ
　

老
朽
化
し
た
配
水
管
は
、

耐
震
性
が
低
く
、
漏
水
を
引

き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
、
断

水
や
道
路
陥
没
の
原
因
に
も
な
る
た
め
、

計
画
的
に
地
震
に
強
い
耐
震
管
に
取
り

替
え
る
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

浄
水
場
に
お
い
て
も
耐
震
化
を
進
め
て

い
ま
す
。

災
害
に
備
え
た
訓
練
を
実
施

災
害
な
ど
に
よ
る
断
水
時
に
も
、
生

活
に
最
低
限
必
要
と
な
る
安
全
な
水
を

お
届
け
で
き
る
よ
う
、
応
急
給
水
訓
練

を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
は
応
急
給
水
体
制
が
整
う

ま
で
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
自
宅
で
も
飲
料
水
の
備
蓄

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

強靭

健
全
で
持
続
可
能
な
事
業

運
営

　
「
す
べ
て
の
人
々
の
水
と

衛
生
の
利
用
可
能
性
と
持
続

可
能
な
管
理
を
確
保
す
る
。」
持
続
可
能

な
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
ゴ
ー
ル

（
目
標
）
の
う
ち
の
１
つ
で
す
。
安
全
な

水
を
作
り
届
け
る
た
め
に
は
、
浄
水
場

や
配
水
管
な
ど
を
適
正
に
維
持
管
理
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、

水
道
を
支
え
る
職
員
や
事
業
者
の
技
術

力
の
維
持
と
継
承
も
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

水
道
事
業
は
皆
さ
ん
の
水
道
料
金
で

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

効
率
的
で
持
続
可
能
な
事
業
運
営
を
行

い
、
水
道
事
業
の
運
営
を
通
じ
て
ゴ
ー

ル
（
目
標
）
の
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

持続

漏水に注漏水に注意！意！
ご家庭内の水道管で漏水が発生した場合、上下水道料金は原則自

己負担となります。早期発見のために定期的に水道メーター（パイ
ロット）の確認をしましょう。

【漏水の調べ方】 蛇口を全部閉めても、メーター内のパ
イロットが回っている場合は漏水の可能性があります。
市指定給水装置工事事業者に修繕を依頼してください
（修繕費は自己負担です）。

計画的に耐震管への更新工事を実施

（出典）日本ダクタイル鉄管協会

災害時等には、給水袋やポリタ
ンクで生活用水を配ります

強度の高いステンレス製の配水池
（人形浄水場）

長もちします
抜けずにこわれない

スポッと抜ける

▲詳細は市HPに
　掲載
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水
道
を
と
り
ま
く
環
境
が

大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す

　

本
市
の
水
道
事
業
は
、
昭
和
37
年
に

人
形
浄
水
場
で
の
給
水
を
開
始
し
て
か

ら
60
年
が
経
過
し
ま
す
。
こ
の
間
、
人

口
増
加
や
生
活
水
準
の
向
上
に
よ
る
水

需
要
の
増
加
に
合
わ
せ
て
安
定
的
に
水

を
供
給
で
き
る
よ
う
事
業
を
拡
張
し
て

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
人
口
減
少
に
伴
う
給
水
量

の
減
少
や
、
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震

災
の
経
験
な
ど
、
水
道
を
と
り
ま
く
環

境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

考
え
よ
う 

こ
れ
か
ら
の
水
道
の
こ
と

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、

平
成
30
年
度
か
ら
令
和
９
年
度
の
10
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
鴻
巣
市
水
道

事
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
平
成
30
年
度
に
策

定
し
、
水
道
事
業
の
進
む
べ
き
中
長
期

的
な
観
点
か
ら
事
業
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
、
計
画
の
見
直
し
時
期
を
迎

え
た
こ
と
か
ら
、
浄
水
場
や
配
水
管
の

老
朽
化
・
耐
震
化
へ
の
対
応
、
省
エ
ネ

対
策
な
ど
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た

新
た
な
課
題
へ
の
取
組
を
盛
り
込
ん
だ

改
訂
版
（
案
）
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

水道事業が抱える課題や今後のさらなる取り組み水道事業が抱える課題や今後のさらなる取り組み
～安全な水を　未来につなげていくために～～安全な水を　未来につなげていくために～

 課題 
給水収益（料金収入）の減少
◦�人口減少や節水機器の普及により、水道の使用

量が減っていることから、給水収益（料金収入）
も減少していくことが見込まれ、事業運営の見
直しが必要となっています。
水道施設の更新費用の増加
◦�事業の創設時や拡張時から使用している施設の

多くが更新の時期を迎え、多額の費用が必要と
なっています。

◦�安定的な水の供給を持続するための配水管の計
画的な入替や、地震・災害に強くするための工
事の財源確保が必要となっています。

◦�近年の気候変動による災害に備えた整備が必要
となっています。

 さらなる取り組み ～水道の基盤強化～ 
浄水場や配水管などの資産を適切に管理
◦�人口減少などによる水需要の減少に合わせて、更新時には設備等を縮小して、効率化を図ります。
◦�水道施設の老朽度・耐震性能・重要度を考慮した更新を進めます。
◦�環境に配慮した省エネルギー化を推進します。
業務の更なる効率化
◦�浄水場の運転、管理などを中心に包括業務委託を実

施していますが、追加で導入できる業務を検討し、
経費削減を図ります。

◦�DX（デジタルトランスフォーメーション）を推進し、
活用可能な技術を検証します。

将来的に人口（＝水
道を使う人）が減っ
ていくと、水の使用
量も減るため、料金
収入の確保が難しく
なります。

市内には７か所の浄
水場と約580㎞の配水
管があり、年々、老
朽化が進んでいくた
め、計画的な更新が
必要となります。

　
水
の
使
用
量
過去 現在 将来

水道使用量の見通し

　
老
朽
度

過去 現在 将来

水道施設老朽度の見通し

井戸本数の
削減

取水
施設

浄水施設 需要地

配水管の
口径を縮小

ポンプ台数の
削減
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特集 地域とともに　信頼を未来につなぐ　鴻巣の水

　鴻巣市水道事業ビジョン（平成30年度～令和９年度）の中間見直しによる改訂版（案）への意見を募集します。
　皆さんからいただいた意見や有識者等による審議会を踏まえ、令和５年３月に改訂版を策定予定です。
　水道は市民の皆さんの生活に欠かせないものです。私たち一人ひとりが問題意識を持ち、これからの
水道事業がより良いものとなるようご意見をお寄せください。

募集期限／11月14日㈪
対象／市内在住・在勤・在学の方及び市水道契約者
閲覧場所／経営業務課、本庁舎・両支所市政情報コーナー、各公民館・生涯学習セン
ター、市HP
その他／個別の回答はしません。個人情報は本件以外の目的では使用しません。
提出方法・問い合わせ／閲覧場所に備えの意見書に必要事項を記入し、持参・郵送・
FAX・メールで経営業務課（〒３６５- ８６０１中央１- １・内線３１９２・ＦＡＸ５７７- ８１３５・メール
keiei@city.kounosu.saitama.jp）

水道の検針業務にご協力ください

水道料金・下水道使用料の支払い方支払い方法法は３種類！３種類！

　1つ目の方法

口座振替

　２つ目の方法

納入通知書による金融機関
やコンビニエンスストアな
どでの払い込み

皆さんのご負担により健全な運営が図られています。納期限内のお支払いをお願いします

　３つ目の方法

PayPay、LINE Pay請求書
支払い、PayB決済サービス

オススメ 手軽に DXの
推進

パブリックコメントを実施パブリックコメントを実施あなたの意見を
お聞かせください

クレジットカードでの
お支払いはできません！

　水道メーターの検針は２か月に一度、検針員が行っています。素早く正確な検針が
できるよう、皆さんのご協力をお願いします。

◦メーターボックスの上に物を置いたり、車を止めないようにしてください。
◦愛犬は出入口や水道メーターから離れた場所につないでください。
◦メーターボックス付近の樹木や雑草の剪定、除草をお願いします。
◦水道メーターのボックス内に水や泥が入らないようにしてください。

【引越し等の連絡はお早めに】引越し等で水道を新たに使用する場合や中止をする場合は、
電話連絡又は電子申請でお手続きください。　問い合わせ／経営業務課料金担当（☎577-8131）

※８割の方が利用 ※令和４年４月から開始

◀電子
　申請

▲�改訂版（案）は
市HPで公開中
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